
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

○ 個々の手順で得られる点や線分の特徴を図形の性質と関 連付けて読み取る場面を設定し，手順通りの作図によって， 何が作図できたのかを理解させましょう。 ・ 例えば，△ＡＢＣの面積を求める問題を設定し， 辺ＢＣを底辺とするときの高さを表す線分を作図 し，その手順を振り返る場面を設定する。 ・ その際，「作図の方法作図の方法作図の方法作図の方法」の①の手順からＡＤ＝ＡＥが 成り立ち，「作図の方法作図の方法作図の方法作図の方法」の②の手順からＤＰ＝ＥＰが 成り立つことから，四角形ＡＤＰＥが線対称な図形で あることを捉える場面を設定する。 ・ 直線ＡＰは対称の軸であり，線分ＤＥと垂直に 交わることから，辺ＢＣの垂線となることを捉え られるようにする。 ○ 生徒が実際に作図し，その図形について見いだした特徴が正しいかどうかを確認する活動を取り入れることが大切です。 

第４学年 図形  ・平行性変形，ひし形，台形 第５学年 図形  ・多角形，正多角形 ・図形の合同 ・図形の性質 第６学年 図形  ・縮図や拡大図 ・対称な図形 中学校第１学年 図形  ・平面図形（基本的な作図の方法とその活用） 
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・ 
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解答類型 割合（％） ○ エ 30.2 × ア 15.1 × イ 33.5 × ウ 20.6 × 上記以外の解答 0.0 － 無解答 0.6 誤答を見ると，イと解答した生徒が 33.5％と最も多く，ＤＥの垂直二等分線をＢＣの垂直二等分線と捉えていると考えられる。ア，ウの誤答も 10％以上と多いことから，作図の方法についての理解が不十分であると考えられる。 


